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事業活動の概要

産業車両

　0.5トン積から43トン積までのフルラインナップを取り揃えたフォークリフトを中心とする産業車両から、物流機器・シス
テムに至るまで、幅広い商品の開発・生産・販売・サービスを行っています。
　主力商品であるフォークリフトについては、トヨタ マテリアル ハンドリング グループ（TMHG）の組織のもとに、トヨタ、
BT、レイモンド、チェサブの各ブランドで、世界中のお客様へ販売しています。

物　流
　お客様の物流コスト低減をサポートする「物流センターの企画・設計・運営」とトラックによる貨物運送をメインとする

「陸上運送サービス」、「集配金・売上金管理や情報保管管理などの高付加価値サービス」の3つの柱で構成されています。

繊維機械
　社祖・豊田佐吉による自動織機の発明から始まり、現在は世界のリーディングメーカーとして、織機および紡機の開発・
生産・販売・サービスを一貫して行っています。

その他
　その他の部門には、当社へのサービスを主な事業とする連結子会社や、イビデン（株）と合弁で設立した（株）ティーアイ
ビーシー＊2が含まれています。
＊2 ： 2012年7月 関連会社に移行。2013年1月 解散予定。

・フォークリフト
・ウェアハウス用機器
・高所作業車
・自動倉庫
・無人搬送車		

・物流センターの企画・設計・運営
・陸上運送サービス
・集配金・売上金管理サービス
・情報保管管理・集配サービス

・エアジェット織機	
・リング精紡機	
・粗紡機

・連結子会社の当社へのサービス事業
・半導体パッケージ基板

自動車

　完成車から部品まで、自動車全体に関わる幅広い事業を展開し、シナジーを活かした開発・生産を行っています。
連結売上高の52.0%を占める、当社における最大の事業分野です。	

車　両
　業界トップクラスのQCD（品質、コスト、納期）を強みとし、コンパクトからミディアムサイズ
までの車種を生産しています。

エンジン
　ディーゼルおよびガソリンの両タイプのエンジンを生産しています。特にディーゼルは、
トヨタ自動車（株）と共同で開発に取り組み、企画・開発から生産まで一貫した体制を敷いて
います。

カーエアコン用
コンプレッサー

　小型・軽量・省燃費などの環境性能、高速信頼性や静粛性が高く評価され、販売台数シェア
は世界No.1＊1です。
＊1 ： 自社調べ

カーエレクトロニクス
　パワーエレクトロニクス回路技術や電気駆動システム開発力を活かし、主にハイブリッド
車など電動車両用エレクトロニクス商品の開発・生産を行っています。

・ヴィッツ/ヤリス
・RAV4
・マークＸジオ

・ディーゼルエンジン
・ガソリンエンジン 

・固定容量タイプ
・可変容量タイプ
・電動タイプ
・PCU直冷式冷却器
・DC-DCコンバーター
・DC-ACインバーター
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